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嘉
芋
川
繁
久
さ
ん
に

感
謝
状

l
　
四
月
四
日
中

一
央
公
民
棺
で
開

か
れ
た
民
生
套

貝
の
定
例
総
会

に
お
い
て
、
字
崖
良
九
九
四
番
地
の
粛

手
川
さ
ん
に
古
謝
相
投
か
ら
感
謝
状
か

贈
ら
れ
ま
し
た
。

義
手
川
せ
ん
は
、
村
の
民
生
委
員
と

児
聴
泰
臼
を
兼
句
昭
和
四
十
二
一
年
か

ら
四
十
九
年
十
一
月
ま
で
の
六
ケ
年
余

に
わ
た
っ
て
、
村
民
の
日
常
生
活
上
の

心
配
ご
と
相
談
の
相
談
員
や
生
活
困
窮

者
の
転
請
防
止
と
更
正
を
桟
け
、
あ
る

い
は
ま
た
、
児
亜
福
祉
活
動
に
積
極
的

に
努
め
る
な
ど
地
竣
社
会
の
福
祉
の
向

上
と
発
展
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

一

－
！
▲
▼
－

宮
城
書
隻
氏
が
、
去
る
四
月
一
日
付

で
、
行
政
管
理
庁
長
音
か
ら
当
村
担
当

の
行
政
相
班
委
貝
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

な
う
事
稀
に
対
す
る
住
民
の
苦
情
・
不
　
等
の
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
委

平
、
不
満
等
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
に
　
H
に
冥
軽
に
ご
棚
減
下
き
い
。

当
る
い
わ
ゆ
る
役
所
と
佳
代
の
パ
イ
プ
　
叢
柏
誠
は
、
口
坤
手
紙
、
屯
話
等
で

行
政
相
班
香
貝

の
仕
事
は
、
国
の

役
所
、
公
庫
及
び

公
団
等
が
行
な
う

事
甜
及
び
国
の
補

助
香
住
を
受
け
て

県
、
市
町
村
か
行

行
政
相
談
委
員
に
宮
城
篤
賓
氏

結
構
で
す
。

な
お
、
相
通
は
、

無
料
で
秘
密
扱
い

に
し
ま
す
。

ご
用
誹
は
、
こ
ち

ら
へ
ど
う
ぞ
。

役
と
し
て
「
苫
槽
な
く
し
て
明
る
い
生

活
」
を
モ
ノ
ト
ー
に
、
行
政
運
骨
の
改

善
、
代
主
化
を
推
進
す
る
航
要
な
化
謡

です。村
尺
の
方
で
、
役
所
の
什
車
の
こ
と

で
「
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
、
納
柑
て
き
な
い
」
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篤
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収
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昭和50年度予算決まる

、教育、民生、衛生で大半占める

予算審鴎にとりくむ村班会

80鴫舞まで飼育できるモダンなt豚団地

▽
…
姉
二
十
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埜
這
例
会
は
二
二
月
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ら
三
月
二
十
五
日
…
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▽
…
ま
で
の
十
五
日
間
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会
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で
開
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れ
、
昭
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五
十
年
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椴
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計
予
算
を
ほ
じ
…
△

▽
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め
二
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十
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憶
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梢
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‖
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イ
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ラ
イ
ン
、
∩
ひ
線
．
r
n
川
地
内
■

▲
道
路
耕
設
改
良
珊
六
、
几
■
二
万

日
■
村
道
改
植
、
村
道
偶
人
仲
∵

▲
山
路
車
業
珊
丘
、
九
．
．
．
力
H
（
仇

相
計
里
人
＝
サ
線
抑
ぺ
■
．
．
化
け

親
心
追
舗
装
【

▲
公
川
棚
二
、
・
へ
U
U
〃
H
（
帰
艮

城
跡
公
聞
正
本
計
両
、
公
国
敷
地
戚

入
代
一

▲
住
七
笹
理
叩
．
h
■
U
力
‖
∵
村
常

住
宅
プ
ロ
′
ク
鞘
並
び
に
駅
車
用
）

躁
・
洋
楽
・
お
ど
り
・
ゲ
ー
ム
と
簡
易

ス
ポ
ー
ツ
・
野
外
活
動
・
侭
什
・
叔
盤

活
動
等
々
の
研
究
テ
ー
マ
の
内
答
に
つ

い
て
発
火
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
「
健

康
な
体
力
を
保
つ
に
は
、
触
根
株
椎
が

必
要
で
あ
る
が
、
場
所
を
と
ら
ず
、
知

時
刷
で
し
か
も
円
浦
生
活
に
緋
紙
的
に

と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効

果
は
大
き
い
。

野
外
活
動
は
、
静
的
で
行
動
半
紙
の

せ
ま
い
高
令
弟
に
と
っ
て
は
・
野
外
活

動
で
新
し
い
も
の
に
撒
す
る
こ
と
は
、

生
活
の
め
り
は
り
に
な
り
、
生
き
る
諮

び
に
も
通
じ
る
」
と
述
べ
た
。
　
「

発
表
会
鳩
で
は
、
市
令
者
学
級
の
修

－
者
に
よ
る
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
、
穀

後
に
県
の
址
全
教
曹
主
弔
の
東
山
則
氏

か
ら
指
導
助
▲
▲
日
が
あ
っ
て
発
表
会
は
有

慮
農
の
中
に
終
T
L
ま
し
た
。

す
ぼ
ら
し
い
養
豚
団
地
完
成

－
公
害
防
止
に
も
万
全
1

国
庫
補
助
を
得
て
昭
和
四
十
九
年
二
月
か
ら

施
T
き
れ
て
お
り
ま
し
た
、
慮
手
納
材
巣
豚
用

地
机
全
任
革
代
表
者
村
山
嘘
塵
外
七
里
の

養
豚
畑
地
が
三
月
十
日
に
完
成
、
そ
の
全
貌
が

γ
尾
良
一
〇
二
二
甘
地
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
敷
地
血
相
四
、
。
．
五
九
平
方
米
、

豚
舎
稔
曲
柵
（
七
稚
）
二
〇
三
ハ
平
方
米
で
常

時
五
六
〇
頭
を
朗
脅
し
、
扱
高
八
〇
〇
頭
ま
で

納
骨
可
能
な
も
の
で
す
。

工
事
冊
は
稔
禦
ハ
川
、
八
一
二
　
千
円
で
、

財
源
内
訳
は
園
増
補
肋
食
円
三
、
　
二
二
千
円

三
分
の
二
）
、
机
人
目
爪
印
金
．
五
、
．
二
〇
千

円
、
村
補
助
金
六
、
閃
八
〇
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
豚
舎
の
特
長
は
、
汚
物
や
は
い
水
を
処

理
す
る
浄
化
用
に
あ
っ
て
、
ト
ー
コ
ー
ル
と
呼

ば
れ
、
終
末
処
推
し
た
処
理
水
で
再
度
腺
舎
の

托
浄
が
出
来
、
河
川
の
汚
染
な
ど
公
〃
防
－
し
の

面
に
も
万
全
を
期
し
た
取
締
里
の
も
の
で
す
。

住
居
地
城
の
狭
小
な
本
村
で
は
、
人
零
の
密

催
し
た
地
域
に
都
合
が
瓜
在
し
て
い
て
、
悪
臭

や
ハ
エ
の
発
生
源
と
な
り
、
彿
生
的
な
見
地
か

ら
も
、
一
定
地
域
に
ま
と
め
た
新
鹿
用
地
の
造

成
は
、
住
居
地
地
の
環
蝿
恨
伯
に
な
る
と
と
も

に
、
耕
作
地
の
少
な
い
本
村
で
は
、
畜
産
而
に

じ
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
物
の
流
通

を
‖
潜
に
す
る
こ
と
に
な
り
畜
産
華
の
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

村
で
は
、
ゴ
ミ
の
完
全

収
狼
で
、
明
る
く
住
み
よ

い
生
活
偏
戚
作
り
を
推
進

し
て
行
く
た
め
に
、
四
月

一
日
か
ら
、
一
般
家
庭
の

妄
モ
時
期
　
　
　
　
　
　
　
響
三
は
収
恥
じ
以
外
は
出
さ
な
い
　
　
各
日
納
会
魂
疲
顔
で
賦
戎
す
る
。

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
　
　
　
　
　
で
下
さ
い
。
収
恥
じ
以
外
に
出
す
　
　
無
料
収
娘
に
伴
な
い
原
価
臨
空
1
．

二
収
▲
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
野
犬
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
り
、
　
　
牧
で
百
円
）

ゴ
ミ
収
集
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、

左
記
の
要
項
に
堪
い
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お

噺
い
い
た
し
ま
す
。
肥

川
　
曜
日
収
集
日
で
オ
ル

ゴ
ー
ル
で
合
図
し
た
時

に
、
ゴ
ミ
は
自
分
で
処

理
車
に
積
み
込
む

ゴ
ミ
処
理
の
森

四
ゴ
ミ
の
収
集
日

“
斗
ヒ
　
牒
・
。
、
木
管

“
小
不
イ
　
　
1
二
・
中
千
月
、
木
讐

北
・
南
区
－
水
、
上
欄
臼

再
し
、
共
働
き
等
で
留
耳
が
ち
な
豪
　
　
　
ハ
エ
が
た
か
っ
た
り
し
て
周
囲
に

庭
は
前
も
っ
て
業
者
に
連
絡
し
て
下
　
　
　
め
い
わ
く
に
な
り
ま
す
。

西
匡
　
　
－
火
、
金
柑
目

玉
粗
大
ゴ
ミ
収
l

別
料
金
を
徴
収
し
、
事
前
に
受
持

業
者
に
叫
し
込
む
（
業
者
が
で
き

な
い
な
い
鳩
人
目
は
、
相
が
処
理
す
る
。

楽
机
大
ゴ
ミ
の
料
金
は
‥
キ
ロ
グ

ラ
ム
ご
と
に
九
円
以
内
で
す
。

六
業
態
者
（
事
業
者
、
店
等
）

業
態
烏
は
、
直
接
業
者
と
契
約
し

て
処
理
さ
せ
る
。

◎
連
絡
先
　
嘉
手
納
村
保
健
衛
生
課

一
二
ゴ
ミ
袋
の
販
売

机
大
ゴ
ミ
は
、
村
条
例
に
よ
る
特
葺

－

－

竜

－

室

－

－

－

毒

－

し

（
悪
三
四
〇
九
）
　
〝



ー環境衛生月間運動－ 

クリーン嘉手納 

あなたが主役．／ 
5月l日－5月31日 

t　入　▲　出　手　書　欺　刑　責

款 �本年庶子　井額 �前年俊　子井覇 �比　　　　　　　　較 

1．村　　　　　　　　　　　　　　税 �　一丁・円 170709 �　－7－円 102966 �千円 

2．地　　方　　諸　　与　　税 �2．743 �2．538 �67．743 　205 

3．自　動　車　取　得　税　‾交　付　金 �6，652 �6．082 �570 

章票認㌔帯力㌔黙　雷霊獣 �10，259 �8，921 �1，338 
5・僧段㌔㌔在も町笠† �240，339 �160，867 �79，472 

6．地　　方　　交　　付　　税 �464．158 �342，983 �121，175 

7．交通安全対策特別交付金 �1，731 �1，516 �215 

8．分　粗　金　及　び　負　担　金 �113 �115 �△　皇 

9．使　用　料　及　び　手　数　料 �14，626 �13．101 �1，525 

10．固　　唾　　支　　出　　金 �496，849 �396．734 �100，115 

11．県　　　　支　　　　出　　　　金 �23，956 �17，286 �6，670 

12．財　　　　産　　　　収　　　　入 �91．269 �82，962 �8，307 

13．寄　　　　　　附　　　　　　金 �1 �1 

14．繰　　　　　　入　　　　　　金 �4 �7 �△3 

15．織　　　　　　越　　　　　　金 �1 �1 

16．諸　　　　　　収　　　　　　入 �10，805 �17．352 �△6，547 

17．村　　　　　　　　　　　　　†■●i �147，401 �88，101 �59，300 

■　　　　入　　　　合　　　1什 �1．111，（‖8 �1，2●1，533 �llO，083 

款 �本年庶子許額 �前年度予井柑 �比　　　　較 �本年度　予　算裏白　の　財源　内　訳 特　定　財　源 ���一般財源 

【司l県支出金 �他　方　†★ �そ　の　他 

1．議　会　甘 �　rF】 39．266 �　一千lq 29．741 �　－f・llJ 9，525 �T・円 �一二F円 1 144，900 �‾千円 1，423 �　一下・円 39266 

2．総　務　骨 �198，043 �159．631 �38．412 �3，785 ���192，834 

3．民　生　費 �188，354 �149．892 �38，462 �103，697 ��8，337 �76．320 

4．衛　生　書 �125，194 �75，530 �49，664 �17，591 ��2 �107，601 

5．労　働　千 �12，333 �8，086 �4．247 �6，143 ���6190 

6．農林水産業★ 7商工書 �29，664 9996 �43．632 3629 �△13，968 　6367 �1．597 ��18 �28，049 

8．土木書 9消防千 �518．301 56177 �115．890 32483 �402，411 �217，677 ��28．463 �9，996 127，261 

10．教　育　書 �436，734 �528，671 �23，694 △91．937 �1．804 168，511 520，MS �2，500 117，小目 �1 2，459 �54，372 263，264 

11．災害後旧す �4 �4 �0 ����4 

12．公　債　千 �26，109 �18，406 �7．703 ���339 日，012 �25，770 

13．諸支　出　金 �2 �57，589 �△57，587 ����2 

14．予　備　す �41，439 �18．349 �23，090 ����41，439 

t　出　合　什 �1，6lt，616 �1，211，533 �JHO，M3 ����！け2，361 

ー3－

▲
〓
七
址
通
常
‥
〇
、
九
し
．
・
．
〃
M

A
村
常
圧
七
建
築
、
用
地
偶
人
珊
】

◎
消
防
★

▲
消
防
施
設
珊
二
四
〇
ガ
H
（
小
里

動
力
ボ
ン
フ
付
梢
搬
亜
加
入
）

◎
軟
膏
★

▲
サ
接
骨
稚
増
．
：
　
川
∴
方
円
（
防

持
薬
都
維
持
運
骨
的
、
校
舎
修
理
明
．

諸検診）

▲
教
再
渥
典
代
川
九
二
〃
r
l
I
〈
就
学

奨
励
用
的
）

▲
学
校
建
設
昭
一
九
、
．
穴
○
ガ
円

（
就
中
改
築
改
≠
旭
並
び
に
相
良
小
校
門

改
築
、
校
舎
根
上
フ
ェ
ン
ス
、
塀
、

各
部
の
部
局
建
設
等
）

▲
公
尺
館
朋
七
五
〃
（
東
区
や
門
等

供
用
施
設
構
内
舗
装
）



日加払、一：′．、≠′ヾ1芸、ご、‾’、、、≧：ご：、ゼ

都市計画審議会委員を委嘱

高令者に適したレクリエーション
【野外活動で新しいものに接することは生活のめりはりと生きる喜びに通じる

高令者学級研究発表会

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

－
「
都
市
計
画
課
」
を
新
設
－

村
の
k
期
的
屁
望
に
立
っ
た
計
l
m
i
的

な
し
地
利
m
て
、
生
活
環
境
の
㍍
欄
を

川
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
機
能
を
高

め
村
尺
の
伏
適
な
生
活
確
保
と
村
の
発

屁
に
努
め
る
た
め
に
「
郡
市
計
画
課
」

が
折
点
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
郡
市
計
画
課
の
抑
l
i
芝
に
勺
っ
て

は
、
従
来
の
址
札
血
課
を
∴
分
し
て
、
七

爺
の
鳩
目
を
配
置
し
、
事
務
分
骨
は
、

匁
街
路
に
関
す
る
こ
と
、
②
公
園
に
関

す
る
二
と
、
③
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
、

宣
そ
の
他
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と
な

ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

職
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

課
昆
＝
伊
波
昭
夫
・
抜
手
輔
＝
浜
．
化

断
種
・
多
和
日
食
粟
・
古
川
政
而
∵

金
城
良
市
・
乃
記
＝
仰
木
厳
し
∵
油

原英「

彦
〓
・
比
嘉
光
一
・
津
独
占
清
栄
・

伸
｛
小
机
政
幸

相
の
岨
‖
（
助
役
・
企
画
経
済
課
長
）

吉
浜
朋
永
・
金
城
明

相
の
都
市
計
画
行
政
の
円
滑
を
図
る

た
め
に
、
付
出
の
諮
問
機
関
と
し
て

「
茄
手
納
村
郡
市
計
1
．
両
審
議
会
」
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
委
l
i
（
卜
人
）
が
こ
の
ほ

ど
村
山
か
ら
委
耽
き
れ
ま
し
た
。

麦
日
は
、
サ
逓
経
験
者
、
村
議
会
の

議
日
、
村
の
職
日
で
構
成
さ
れ
圧
期
は

∴
牛
で
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
◎
本
村
が
定
め
る

郡
市
計
両
に
関
す
る
こ
と
、
◎
郡
山
計

両
に
つ
い
て
本
村
が
描
出
す
る
慮
姐
に

関
す
る
こ
と
、
◎
そ
の
他
村
長
が
郡
市

計
画
上
必
要
と
認
め
る
事
現
等
に
つ
い

て
、
村
止
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議

し
ま
す
。

委
1
1
は
、
次
の
と
お
り

学
識
経
験
者

小
目
城
・
“
郎
・
熊
村
題
目
］

村
議
会
の
訪
日

り
耶
耶
棉
太
郎
・
古
淵
和
弘
・
洩
‖

ご
り
・
．
ト
ト
行
目
1
攣
．
帖
小
火
公
艮

輔
ホ
ー
ル
に
お
い
て
。
県
教
西
条
〓
会

指
定
嘉
手
納
柑
〟
回
へ
日
石
で
細
川
先
発
裏

声
か
問
－
粧
さ
れ
主
し
た
。

こ
れ
は
、
社
会
教
わ
活
動
の
一
環
と

し
て
村
数
再
左
目
会
か
県
の
指
定
を
せ

け
て
い
た
も
の
て
す
が
、
中
火
公
尺
棺

を
中
心
に
溝
発
な
活
動
が
行
な
わ
れ
て

い
る
村
の
色
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
1
帝
回

八
日
市
に
過
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
ン
ヨ
ン
活

動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
な
さ
れ
た
も
の

です。会
場
に
は
、
県
教
習
套
日
金
の
祉
全

教
膏
関
係
者
や
村
数
館
長
を
は
じ
め
、

高
令
弟
学
級
を
帽
了
し
た
ク
ラ
ブ
日
の

方
々
な
ど
七
十
ホ
余
が
参
加
し
ま
し
た
■

学
級
比
の
喚
問
敏
雄
さ
ん
か
ら
健
康

的
な
生
活
を
甜
持
増
進
す
る
た
め
の
休



昭和50年度予算決まる

、教育、民生、衛生で大半占める

予算審鴎にとりくむ村班会

80鴫舞まで飼育できるモダンなt豚団地

▽
…
姉
二
十
七
回
議
手
納
村
埜
這
例
会
は
二
二
月
卜
盲
か
ら
三
月
二
十
五
日
…
△

▽
…
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
年
竺
椴
会
計
予
算
を
ほ
じ
…
△

▽
…
め
二
二
十
件
の
議
案
が
轟
き
れ
ま
し
た
。
這
会
計
は
、
稔
顆
十
六
憶
八
、
…
△

▽
…
一
六
嘉
六
千
円
で
、
前
年
虎
に
比
べ
四
靖
、
〇
〇
七
万
円
余
の
梢
に
む
っ
…
△

▽
…
て
い
て
、
二
五
、
四
五
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
算
関
係
で
は
、
…
△

▽
＝
上
水
道
草
翠
署
竺
歳
入
予
算
撃
九
、
〇
八
七
万
六
千
円
・
国
民
健
康
保
険
特
…
△

∇
…
別
会
計
千
竺
価
五
、
五
七
八
万
三
千
円
・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
子
竺
條
…
△

▽
・
主
、
〇
六
三
万
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
望
嘉
子
算
の
歳
出
面
で
、
款
…
△

∇
…
別
に
新
規
の
事
業
と
主
な
事
業
を
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
…
△

◎
総
精
霊

▲
㍍
帯
照
叩
・
。
〇
九
し
力
M
｛
沖

縄
返
還
協
定
放
棄
講
求
稚
純
情
稚
相

や
務
、
村
道
路
用
地
代
代
打
、
防
犯

灯
新
設
、
日
清
全
速
常
州
的
整

▲
交
運
安
全
対
籠
償
‥
七
二
万
円
左

通
安
全
施
設
工
事
珊
）

◎
長
生
★

▲
身
体
陣
黒
目
新
緑
址
珊
六
二
〃
目

元
暖
身
体
肺
宜
日
新
比
摺
金
）

▲
老
人
餌
祉
如
－
∴
ハ
．
〇
〃
‖
盲

人
健
康
入
山
査
河
昭
、
老
人
匪
棍
扶
助

冊
、
敬
老
見
舞
金
）

▲
配
収
柚
址
総
務
珊
四
〇
万
円
二
困

窮
世
雅
兄
賊
へ
の
学
用
品
代
一

▲
児
駈
描
道
代
八
、
∵
∴
ハ
〃
■
月
へ
被

用
者
化
水
干
当
、
非
紙
用
新
化
耽
手

当
一▲
扶
助
珊
二
〇
〇
方
円
壷
正
月
生

活
囲
宿
世
僻
へ
の
物
溌
代
と
現
金
給

付〕
◎
衛
生
★

▲
伝
染
鳴
子
防
骨
亘
．
八
〃
H
■
坤

務
消
・
哩
、
下
川
接
印
、
赤
瑚
悪
名
入

院
委
託
料
）

▲
伸
挿
処
理
叩
．
、
二
八
〇
〃
H
一
ご

み
処
理
施
設
悦
地
幣
地
肌
び
に
閃
通

道
路
の
新
設
改
填
竺

▲
し
帰
処
理
座
六
八
九
〃
川
∵
し
屈

終
末
処
稚
委
託
料
一

▲
卜
水
道
‖
J
備
鱒
二
、
川
一
．
．
力
‖

一
下
水
道
特
別
会
計
縦
～
＝
企
）

◎
労
働
t

▲
■
般
t
業
対
築
．
車
監
理
■
、
U
L

六
〃
H
■
‥
W
t
n
、
夏
享
年
来
臨
時
1
1

企
、
失
対
就
労
や
兄
チ
牛
木
は
吋
企
一

◎
よ
林
水
産
業
★

▲
措
某
批
興
亜
．
∴
ハ
六
力
‖
一
班
同

防
除
投
葉
偶
人
理
、
飛
燕
偶
人
柚
肋

舵
機
け
ハ
購
入
補
助
、
農
道
も
l
i
愕
〉

▲
新
種
業
朋
几
川
．
力
■
・
．
一
■
．
ト
キ
ソ

7
ラ
ガ
マ
痛
対
策
、
悪
い
防
‖
対
策
、

養
豚
糾
人
目
補
助
、
英
は
川
地
仙
講
師

肋
一

◎
商
工
十

▲
商
「
批
興
常
山
六
∪
〃
‖
一
商
t

会
紬
肋
企
、
f
l
山
岸
〓
車
参
加
行
区

日
用
即
▲
親
札
冊
．
り
丘
〃
‖
1
山
路
闘
樹

木代、

◎
土
木
★

▲
道
路
維
持
照
」
．
∵
り
〃
H
∴
イ

フ
ラ
イ
ン
、
∩
ひ
線
．
r
n
川
地
内
■

▲
道
路
耕
設
改
良
珊
六
、
几
■
二
万

日
■
村
道
改
植
、
村
道
偶
人
仲
∵

▲
山
路
車
業
珊
丘
、
九
．
．
．
力
H
（
仇

相
計
里
人
＝
サ
線
抑
ぺ
■
．
．
化
け

親
心
追
舗
装
【

▲
公
川
棚
二
、
・
へ
U
U
〃
H
（
帰
艮

城
跡
公
聞
正
本
計
両
、
公
国
敷
地
戚

入
代
一

▲
住
七
笹
理
叩
．
h
■
U
力
‖
∵
村
常

住
宅
プ
ロ
′
ク
鞘
並
び
に
駅
車
用
）

躁
・
洋
楽
・
お
ど
り
・
ゲ
ー
ム
と
簡
易

ス
ポ
ー
ツ
・
野
外
活
動
・
侭
什
・
叔
盤

活
動
等
々
の
研
究
テ
ー
マ
の
内
答
に
つ

い
て
発
火
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
「
健

康
な
体
力
を
保
つ
に
は
、
触
根
株
椎
が

必
要
で
あ
る
が
、
場
所
を
と
ら
ず
、
知

時
刷
で
し
か
も
円
浦
生
活
に
緋
紙
的
に

と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効

果
は
大
き
い
。

野
外
活
動
は
、
静
的
で
行
動
半
紙
の

せ
ま
い
高
令
弟
に
と
っ
て
は
・
野
外
活

動
で
新
し
い
も
の
に
撒
す
る
こ
と
は
、

生
活
の
め
り
は
り
に
な
り
、
生
き
る
諮

び
に
も
通
じ
る
」
と
述
べ
た
。
　
「

発
表
会
鳩
で
は
、
市
令
者
学
級
の
修

－
者
に
よ
る
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
、
穀

後
に
県
の
址
全
教
曹
主
弔
の
東
山
則
氏

か
ら
指
導
助
▲
▲
日
が
あ
っ
て
発
表
会
は
有

慮
農
の
中
に
終
T
L
ま
し
た
。

す
ぼ
ら
し
い
養
豚
団
地
完
成

－
公
害
防
止
に
も
万
全
1

国
庫
補
助
を
得
て
昭
和
四
十
九
年
二
月
か
ら

施
T
き
れ
て
お
り
ま
し
た
、
慮
手
納
材
巣
豚
用

地
机
全
任
革
代
表
者
村
山
嘘
塵
外
七
里
の

養
豚
畑
地
が
三
月
十
日
に
完
成
、
そ
の
全
貌
が

γ
尾
良
一
〇
二
二
甘
地
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
敷
地
血
相
四
、
。
．
五
九
平
方
米
、

豚
舎
稔
曲
柵
（
七
稚
）
二
〇
三
ハ
平
方
米
で
常

時
五
六
〇
頭
を
朗
脅
し
、
扱
高
八
〇
〇
頭
ま
で

納
骨
可
能
な
も
の
で
す
。

工
事
冊
は
稔
禦
ハ
川
、
八
一
二
　
千
円
で
、

財
源
内
訳
は
園
増
補
肋
食
円
三
、
　
二
二
千
円

三
分
の
二
）
、
机
人
目
爪
印
金
．
五
、
．
二
〇
千

円
、
村
補
助
金
六
、
閃
八
〇
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
豚
舎
の
特
長
は
、
汚
物
や
は
い
水
を
処

理
す
る
浄
化
用
に
あ
っ
て
、
ト
ー
コ
ー
ル
と
呼

ば
れ
、
終
末
処
推
し
た
処
理
水
で
再
度
腺
舎
の

托
浄
が
出
来
、
河
川
の
汚
染
な
ど
公
〃
防
－
し
の

面
に
も
万
全
を
期
し
た
取
締
里
の
も
の
で
す
。

住
居
地
城
の
狭
小
な
本
村
で
は
、
人
零
の
密

催
し
た
地
域
に
都
合
が
瓜
在
し
て
い
て
、
悪
臭

や
ハ
エ
の
発
生
源
と
な
り
、
彿
生
的
な
見
地
か

ら
も
、
一
定
地
域
に
ま
と
め
た
新
鹿
用
地
の
造

成
は
、
住
居
地
地
の
環
蝿
恨
伯
に
な
る
と
と
も

に
、
耕
作
地
の
少
な
い
本
村
で
は
、
畜
産
而
に

じ
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
物
の
流
通

を
‖
潜
に
す
る
こ
と
に
な
り
畜
産
華
の
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

村
で
は
、
ゴ
ミ
の
完
全

収
狼
で
、
明
る
く
住
み
よ

い
生
活
偏
戚
作
り
を
推
進

し
て
行
く
た
め
に
、
四
月

一
日
か
ら
、
一
般
家
庭
の

妄
モ
時
期
　
　
　
　
　
　
　
響
三
は
収
恥
じ
以
外
は
出
さ
な
い
　
　
各
日
納
会
魂
疲
顔
で
賦
戎
す
る
。

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
　
　
　
　
　
で
下
さ
い
。
収
恥
じ
以
外
に
出
す
　
　
無
料
収
娘
に
伴
な
い
原
価
臨
空
1
．

二
収
▲
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
野
犬
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
り
、
　
　
牧
で
百
円
）

ゴ
ミ
収
集
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、

左
記
の
要
項
に
堪
い
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お

噺
い
い
た
し
ま
す
。
肥

川
　
曜
日
収
集
日
で
オ
ル

ゴ
ー
ル
で
合
図
し
た
時

に
、
ゴ
ミ
は
自
分
で
処

理
車
に
積
み
込
む

ゴ
ミ
処
理
の
森

四
ゴ
ミ
の
収
集
日

“
斗
ヒ
　
牒
・
。
、
木
管

“
小
不
イ
　
　
1
二
・
中
千
月
、
木
讐

北
・
南
区
－
水
、
上
欄
臼

再
し
、
共
働
き
等
で
留
耳
が
ち
な
豪
　
　
　
ハ
エ
が
た
か
っ
た
り
し
て
周
囲
に

庭
は
前
も
っ
て
業
者
に
連
絡
し
て
下
　
　
　
め
い
わ
く
に
な
り
ま
す
。

西
匡
　
　
－
火
、
金
柑
目

玉
粗
大
ゴ
ミ
収
l

別
料
金
を
徴
収
し
、
事
前
に
受
持

業
者
に
叫
し
込
む
（
業
者
が
で
き

な
い
な
い
鳩
人
目
は
、
相
が
処
理
す
る
。

楽
机
大
ゴ
ミ
の
料
金
は
‥
キ
ロ
グ

ラ
ム
ご
と
に
九
円
以
内
で
す
。

六
業
態
者
（
事
業
者
、
店
等
）

業
態
烏
は
、
直
接
業
者
と
契
約
し

て
処
理
さ
せ
る
。

◎
連
絡
先
　
嘉
手
納
村
保
健
衛
生
課

一
二
ゴ
ミ
袋
の
販
売

机
大
ゴ
ミ
は
、
村
条
例
に
よ
る
特
葺

－

－

竜

－

室

－

－

－

毒

－

し

（
悪
三
四
〇
九
）
　
〝
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調
　
て
　
種
　
ま

計
　
し
　
の
　
し

日
　
純
朴
鞘
靴

5
　
糊
摘
軋
批

〝
2
れ
抑
鵬
ペ

日
　
蝕
錦
臥
∽

5
　
冊
て
Ⅷ
‥
‥

1
　
2
5
　
す
　
所
　
数

日
■
l
卜
欄
－
脚

月
　
の
　
な
　
．

5
　
査
　
あ
　
顆
　
す

◎

で
　
計
　
　
穀
　
舗

兼
　
続
　
　
の
　
店

鋼
　
な

計
　
草

紙
　
亜

な
　
る

的
　
作

本
　
を

堰
切

・
む
、
り

最
　
取

の
　
見

岡
　
の

．築

国　．ぶ
　
場

並
　
工

と　．査
　
什

胴
　
金

勢、岡
　
で

、森
は
　
調

査
　
計

凋
　
統

計
　
な

は
　
産
　
○
　
計
　
な

査
　
の
　
す
　
紙
　
的

凋
　
国
　
で

の
　
が
　
塵

こ
　
我
‥
調

・
l
r
卜
　
白

所
　
本

業
　
供

、締
め
　
究

じ
　
柵

は　、を
　
院

古
n
H
 
H
叫
．

▲
n
r
 
r
叫

鮨

　

い

　

く

術
　
に
　
な

美
　
駅
　
九

、、滴
鯨
　
校
　
を

尺
　
学
　
所

公

　

、

柴

別
　
〔
∵
だ
　
な

模
　
す
　
に
　
に

現
　
で
　
的
　
益

事の頸経るゆ

画

　

、

了

映
　
祉
　
あ

．
神
　
で

店

　

．

ま

良
　
院
　
る

張
■
　
も
　
飲
　
寺
　
た

◎

、査
別
　
鋼

業

　

う

魔
　
術

の
　
に

疎
　
め

業
　
た

弔
　
る

、す
数
　
に

所
　
か

柴
　
ら

事
　
明

、を
べ
　
成

調
　
構

目
　
割

る
　
不

作
　
の

を
　
■
者

計
　
告

粍
　
岬

．ど
ほ
　
な

ら
　
税

が
　
徴

とこたし査胡◎
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嘉
芋
川
繁
久
さ
ん
に

感
謝
状

l
　
四
月
四
日
中

一
央
公
民
棺
で
開

か
れ
た
民
生
套

貝
の
定
例
総
会

に
お
い
て
、
字
崖
良
九
九
四
番
地
の
粛

手
川
さ
ん
に
古
謝
相
投
か
ら
感
謝
状
か

贈
ら
れ
ま
し
た
。

義
手
川
せ
ん
は
、
村
の
民
生
委
員
と

児
聴
泰
臼
を
兼
句
昭
和
四
十
二
一
年
か

ら
四
十
九
年
十
一
月
ま
で
の
六
ケ
年
余

に
わ
た
っ
て
、
村
民
の
日
常
生
活
上
の

心
配
ご
と
相
談
の
相
談
員
や
生
活
困
窮

者
の
転
請
防
止
と
更
正
を
桟
け
、
あ
る

い
は
ま
た
、
児
亜
福
祉
活
動
に
積
極
的

に
努
め
る
な
ど
地
竣
社
会
の
福
祉
の
向

上
と
発
展
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

一

－
！
▲
▼
－

宮
城
書
隻
氏
が
、
去
る
四
月
一
日
付

で
、
行
政
管
理
庁
長
音
か
ら
当
村
担
当

の
行
政
相
班
委
貝
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

な
う
事
稀
に
対
す
る
住
民
の
苦
情
・
不
　
等
の
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
委

平
、
不
満
等
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
に
　
H
に
冥
軽
に
ご
棚
減
下
き
い
。

当
る
い
わ
ゆ
る
役
所
と
佳
代
の
パ
イ
プ
　
叢
柏
誠
は
、
口
坤
手
紙
、
屯
話
等
で

行
政
相
班
香
貝

の
仕
事
は
、
国
の

役
所
、
公
庫
及
び

公
団
等
が
行
な
う

事
甜
及
び
国
の
補

助
香
住
を
受
け
て

県
、
市
町
村
か
行

行
政
相
談
委
員
に
宮
城
篤
賓
氏

結
構
で
す
。

な
お
、
相
通
は
、

無
料
で
秘
密
扱
い

に
し
ま
す
。

ご
用
誹
は
、
こ
ち

ら
へ
ど
う
ぞ
。

役
と
し
て
「
苫
槽
な
く
し
て
明
る
い
生

活
」
を
モ
ノ
ト
ー
に
、
行
政
運
骨
の
改

善
、
代
主
化
を
推
進
す
る
航
要
な
化
謡

です。村
尺
の
方
で
、
役
所
の
什
車
の
こ
と

で
「
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
、
納
柑
て
き
な
い
」

委
員
名
　
宮
城
篤
実

〔
住
　
所
）
嘉
f
納
材
宰
就
丁
的
L

L
許
池

川
ロ
ー
ク
リ
1
再
伸
絨
架
‥

℡
　
即
し
六
L

Yr∵

∵
‥

川
日
．
日

か
ら
村
役
場

内
に
村
の
指

定
金
触
輯
閲

と
し
て
琉
球

銀
行
派
出
所

が
設
訳
さ
れ

ま
し
た

か
ね
て
か
・
り

村
は
甥
て
樺

山
が
進
め
ら

れ
て
い
た
ち

の
て
、
派
出

巾
か
お
か
れ

た
こ
し
た
た
り

て
従
来
収
入

支
払
い
な
ど
は
す
べ
て
役
場
内
の
琉
組

派
出
所
で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

宕
日
で
は
、
凛
千
綿
支
店
か
ら
派
通

さ
れ
た
花
城
址
ナ
き
ん
が
午
前
九
時
か

ら
γ
後
九
時
ま
で
、
て
き
ぱ
き
と
し
た

態
度
で
事
務
を
処
理
し
、
ま
た
骨
に
芙

軸
を
忘
れ
な
い
来
者
と
の
応
対
は
早
く

も
H
尺
か
ら
親
し
ま
れ
、
琉
録
の
忍
日

没
正
が
よ
ろ
こ
ぼ
れ
て
お
り
ま
す
。

役
か
直
蟻
収
用
っ
て
よ
り
ま
し
ト
■
日
の

公
金
S
収
納
伎
ひ
土
払
い
†
I
i
椎
を
始
め

納
規
や
諸
証
明
－
放
料
、
Ⅷ
‰
r
数
料

等
ハ
納
日
、
そ
れ
に
村
憫
倖
「
1
i
叫

は
入
物
日
日
・
l
代
、
仙
川
机
、
n
l
で
机
等
n


